
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●校内研究を通して授業の改善を図
る。児童アンケートで主体的に学習に
取組んでいる児童８５％以上。
思考力・判断力・表現力を育む授業を
実践している職員９０％以上。

・校内研究において授業評価を実施す
る。
・校内研究において児童評価を実施す
る。
・年３回の児童アンケートの実施と結果の
分析と改善を図る。

B

・１学期に行った全校研究では9割の教員が「教材提示の工夫や教材工夫など児童の
学ぶ意欲につながる手立てができていた」と評価し、教材提示工夫についてはイメージ
の共有ができた。
・児童評価では、9割の児童が「あきらめないで最後まで考えることができた」と評価し
た。
・年3回実施の学校アンケートの「授業では自分の考えをノートに書いたり、発表したり
できると思いますか」という質問で、「思う」と回答した児童は43％(5月)から69％(7月)に
上昇したが、教師の授業づくりに関する評価では4割が改善の余地があると回答してい
る。今後も校内研究を軸として、授業改善を図る必要がある。

A

・教員を対象にした「授業改善振り返りシート」では、１学期と比べ、「全員が何らかの
形で学習に取り組む姿が見られた全員参加型授業の学習ができたか」という項目で
は、「よくできた」と回答した教員が32％上昇した。（1学期は４％）授業改善への意識
が高まった。
・学習に主体的に取り組む児童が多くなってきた。高学年は、ペア学習がスムーズに
できるようになってきた。
・思考力・判断力・表現力を育む授業を実践している教員は、「よくできる・できる」合
わせて63％だったので、今後の課題といえる。

B

・具体的取り組みに掲げている、児童アンケートの結果は少しではあるが、上昇傾向に
あるとので、評価して良いと思うが、授業や児童の研究は改善を行い良い結果が出るこ
とに期待したい。
・先生方の教材等の工夫は達成されている。実際の授業の中でもキャラクターを用いた
り、自分の周りの身近な内容（お店の話）で活発に意見する姿が見られました。
・他校と比較して、児童にとって分かりやすい授業をされていると思います。

学校づくり推進委員
会
学び部

○学習規律の徹底
〇算数科における学力の向上
〇授業の改善

○立腰を守って授業に取り組んでいる
児童９０％以上。
〇県学習状況テストの算数科において
県平均以上、１～３年ＣＲＴテスト全国
平均以上。
〇算数科において主体的に学ぶことが
できている児童９０％以上。

・児童への意識付けをする掲示物や重点
週間を設ける。
・補充学習、家庭学習の充実を図る。
・校内研究において取り組む。

B

・児童への意識付けを図るため、「西っ子学習の約束」を各教室に掲示し、啓発を行っ
た。児童アンケートの結果、「立腰を守っている」の質問に「思う」と回答した児童は約
50％であった。さらなる啓発が必要である。
・校内研究の教科である算数を中心に、児童が主体的に学ぶよう授業改善を行ってい
る。児童アンケートの結果、「ねばり強く学習に取り組む」の質問に「思う」と回答した児
童は64％であった。 B

・児童への意識付けを図るため、「西っ子学習の約束」を各教室に掲示した他、「立
腰週間」を設けるなど、啓発を行った。児童アンケートの結果、「立腰を守っている」
の質問に「思う」と回答した児童は約45％と、中間調査よりも下がった。正しい姿勢で
学習に臨もうと意識することはできている。
・校内研究の教科である算数を中心に、児童が主体的に学ぶよう授業改善を行って
いる。児童アンケートの結果、「ねばり強く学習に取り組む」の質問に「思う」と回答し
た児童は５９％で、中間調査よりも下がった。県学習状況調査やCRTの結果として
は、県平均を超える学年もあるなど、学力の向上がやや見られるようになってきた。

B

・児童への意識付けの為、約束事の掲示は教室だけでなく、目につきやすいい場所にも
掲示するなどしてみたらどうだろうか。　　　　　・授業改善については、半数以上（６４％）
の児童が「思う」の回答を行っていることは、良い傾向だと思う。
・「立腰」を続けることは大人でも難しいので、椅子に正しく座るなどの指導が大切です。
・低学年のうちから宿題を忘れずにできる習慣が身に付き学力が向上するように保護者
（家庭）の理解協力が必要だと思います。
・「立腰」啓発の掲示は「西っ子は」という表現で分かりやすく効果があると考えます。
・子供達が主体的に学ぶ授業改善はすばらしいと思います。

学校づくり推進委員
会
学び部

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○年３回児童アンケート実施し、肯定的
な回答をした児童８５％以上。

・児童アンケートを実施し、その結果を全
職員で分析し共通理解を深め、教育活動
に生かしていく。

B

・「友達と仲良く学校生活をおくっているか」について肯定的な回答をした児童は77％、
「友達にさんづけやぽかぽか言葉を使っているか」については４７％と低い数値だった。
道徳科や日々の生活の中で考えさせることで、みんなが安心、安全にくらせるようにす
る。

A

・「友達と仲良く学校生活をおくっているか」について肯定的な回答をした児童は
99％、「友達にさんづけやぽかぽか言葉を使っているか」については91％となり、児
童の意識が高まってきたと考えられる。しかし、家庭や地域での様子を見ていると、
まだ「さん付け」で呼ぶことが定着しているとは考えにくい。今後、家庭や地域へも呼
びかけ、学校外でも定着できるような手立てが必要である。

B

集団生活を送る中、人間関係を良くすることはとても難しいが、７７％の児童は楽しい学
校生活をおくっている。しかしながら、友達への言葉遣いで４７％が出来ていないことが
残念だが、これは徐々に解決していくのではないかと期待したいと思う。
・「さん」で呼ぶのは照れもあり改善は難しいと思うので「さん」「君」で取り組んでは。
・心の教育が一番結果が表れにくいところです。地道に６年間かけてお願いします。
・言葉遣いがあらい子供を見かけます。「さん」付けする事で子供同士が互いによい関係
を築けていければと思います。
・日頃よりいじめ事案に対し早期対応をしていただきありがとうございます。子どもたちが
安心して相談できる環境づくりをお願いします。
・さん付けなども大切ですが、方言を言っている中にも温かい言葉があります。それもポ
カポカ言葉だと思います。

【こころ部】

●いじめの早期発見、早期対応体制の充実 ○いじめ防止等（いじめの定義、いじめの防止
等のための取組、事案対処等）について組織
的対応ができていると回答した教員９０％(3学
期実施）以上。

・いじめの対応についての研修・会議を年間に２
回行う。
・月1回の生活アンケートの実施
・月1回の生徒指導に関する情報交換会の実施 B

・いじめ事案への研修会を夏季休業中に実施した。東部教育事務所から講師を招聘し
いじめ事案の対応、そしていじめの起きない学級経営について学ぶことができた。
・月1回の生活アンケート、6月には保護者アンケートを実施し、いじめの早期発見解決
へ取り組むことができた。
・月1回の生・特・教において情報交換をし、職員の共通理解を図ることができた。

A

・いじめ事案については、研修やアンケートを計画通りに実施することができた。いじ
め事案があった場合には、管理職への報告、家庭への連絡、事後指導など、職員が
共通理解をして組織的に取り組むことができた。アンケートで、肯定的に回答した職
員は１００％であった。
・月1回の生・特・教においては、気になる子について報告をし、共通理解のもと支援
にあたることができた。

A

・いじめ対策は難しい問題だと思うが、事案の対応やアンケートの実施など、早期発見
解決への取り組みをし、職員間の共通理解が得られたことはとてもかった。今後も引き
続き、共通理解を深めていってほしい。
・研修や毎月のアンケートで早期にいじめを見つけ対策をされていること、引き続きお願
いします。
・心の教育が一番結果が表れにくいところです。地道に６年間かけてお願いします。

【こころ部】

◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実現に向
けて意欲的に取り組もうとするための教育活動

◎「将来の夢や目標を持っている」について肯
定的な回答をした児童８５％以上。
◎「自分が住む佐賀が好き」と肯定的な回答を
した児童８５％以上。

・地域や保護者と連携した学校行事や学
年行事の実施。
・生活科や総合的な学習、各教科での単
元学習の中での取り組み。

B

・「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な回答をした児童生徒は80％、「自分
が住む佐賀が好き」と肯定的な回答をした児童は78％と、どちらも、目標とする数値に
は至っていない。ただ、「佐賀が好き」については、5月に比べ少しではあるが、上昇傾
向にある。今後は、生活科、総合的な学習、道徳科、社会科、またその他の教科などと
意識的に結び付けながら指導していく必要がある。またできるだけ体験させ、そのよさ
を味わわせるようする。

A

・「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な回答をした児童生徒は100％、
「自分が住む佐賀が好き」と肯定的な回答をした児童は92％と、どちらも、目標とす
る数値に到達していた。生活科、総合的な学習、道徳科、社会科、またその他の教
科などと意識的に結び付けなが継続的に指導してきた結果、児童の意識が高まった
と考えられる。

A

・５～６年前のアンケート（まち協）から考えると、「佐賀が好き」と回答した児童が増えた
ことにとても嬉しく感じた。学校的には目標をどれくらい持たれていたか分からないが、
諸先生方の指導の結果だと思う。また西川副小学校は、校区の団体や地域の方々の協
力のもと、いろんな体験が出来ているのではないだろうか。今後も引き続き、校区の
方々との良い関係を続けてほしい。
・以前程学校行事ができないので季節を感じる様な体験が少ない中で、内容を工夫して
実施してください。
・ハウスでの収穫体験や町探検学習のことを楽しそうに話している子供達を見ていると
川副町の事をよく知り学び郷土愛が増していると感じます。地域の方がの協力に感謝し
ます。
・公民館での行事や地域の行事、秋祭りなどたくさんのイベントが開催されているので、
親子で是非参加してほしい。

【こころ部】

●安全に関する資質・能力の育成
●望ましい生活習慣の形成

●児童の交通事故を０（ゼロ）にする。
○「交通安全に気を付けている。」と回
答した児童が８５％以上。
●規則正しい生活習慣「早寝早起」の
啓発・推進をする。
○「早寝早起ができている」と回答した
児童が８５％以上。

・５月に交通安全教室を実施する。
・全校朝会、学年朝会、集会活動などの
場で、必要に応じて交通安全に関する啓
発を行う。
・下校時の職員による見回りの実施（月に
１回程度）
・家庭学習がんばろう週間での啓発をす
る。
・保健便りや生活のきまり、全校・学年集
会等での啓発に取組む。

A

・交通安全教室を実施し，安全な自転車運転の仕方や横断歩道の渡り方等を学習し，
交通事故は0を保っている。学校生活アンケートでは98％の児童が交通安全に気を付
けていると回答してる。交通安全に関して危惧するような情報が入ったら，朝会や集会
等で適宜指導をしている。
・6，7，10月に重点期間として，職員による下校時の見回りを集中して行った。
・早寝早起を，家庭学習頑張ろう週間の点検項目の一つに挙げて実施。88％の児童が
できていると回答している。 A

・町づくり協議会から、事故啓発のために反射板やリストバンドの寄贈があり、登下
校の際に注意喚起を促すことで交通事故０を保つことができた。学校生活アンケート
では９９％の児童が交通安全に気を付けていると回答してる。
・3学期も定期的に下校の見回りを行うことで通学路の安全点検を行うことができた。
・早寝早起ができている家庭が８３％、朝食を食べてきている家庭が９６％と児童が
回答しており、良い生活習慣が身についている

A

・ちょっした気のゆるみから事故が発生することがある。事あるたびに児童への啓発必
要である。今後は維持できるよう期待している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・最近は
自転車の飛び出しを見なくなった。良い傾向だと思う。
・交通事故「０」ずっとお願いします。「早寝」「早起き」生活のリズムが大切ですが、1日の
生活スタイルの見直しよいと思います。自転車ヘルメット着用の徹底をお願いします。
・自転車の乗り方で危険な運転や住宅地で道いっぱいに広がっているときがあるようで
す。
・自転車に乗る時は必ずヘルメットを着けることがよく守られています。
・学年で下校時間が違っていたりお迎えの多い日など学校から遠い自宅へ帰る児童が
一人にならないか心配です。
・各地域の交通安全関係、自治会、民生委員さん等で交通安全に携わり事故防止に努
めています。学校と共に継続していきたいです。

【からだ部】

○防災に対する児童の意識の向上と対
応能力の育成

○災害時等で自分の命を守る行動や
判断ができるようにする。
・「災害時に命を守る行動や判断ができ
る」と回答した児童８５％以上。

・各教科や特別活動などをが学習の中で
防災教育を実施する。
・年間を通しての避難訓練等の実施、講
師による講演等を通して意識を高める。 A

・4・5・6年生は、理科や社会で防災に関わる内容の学習に取り組んでいる。また、他の
学年も、道徳で命の大切さについての学習に取り組んでいる。学校生活アンケートによ
る「自分の命を守る行動ができる」と回答した児童は97％だった。
・一斉下校では，職員が児童に帯同し，危険個所の点検を行った。 A

・4・5・6年生は、総合的な学習の一環として自身の命について学習する内容に取り組み、改めて命
の大切さについて学びを深めることができた。学校生活アンケートによる「自分の命を守る行動がで
きる」と回答した児童は97％だった。
・一斉下校では，１・２月に職員が児童に帯同し，危険個所の点検を行った。 A

・災害はいつあるか分からない。また日ごろの防災訓練が、いざという時活かされるよう
心して訓練をして頂きたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・8月には
着衣泳の訓練もあり、水難事故への啓発も出来たと思う。
・全体での訓練も含め「命を守る行動」を定着されてください。
・避難訓練を実施することで自づ一人ひとりの防災に対する意識を深めていると思いま
す。

【からだ部】

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在
校等時間の上限を遵守する。

・教育委員会規則に掲げる時間外在校等
時間の上限を遵守する。

A

・昨年度の平均超過勤務時間が３５時間であったのに対して、今年度は平均で２時間
減少している。1月で80時間を超える職員はいなかった。

A

・職員のアンケートからも帰宅しやすい雰囲気があり、学期末の水曜校時等の繁忙期の対応が時間
外勤務の減少や業務負担の軽減につながっていると回答した職員が100％であった。
・今年度は超過勤務時間の平均が一人当たり32時間であり、３時間減少している。さらに８０時間を
超える職員は管理職を含めいなかった。 A

・勤務時間超過の減少はとても良いことであるが、出来るならもう少し減少できればと思
う。日々頑張って勤務されていることに感謝している。
・先生方の働きやすい環境づくりが学校全体の楽しい雰囲気になりますので、引き続き
改善して下さい。

・管理職

○働きやすい職場環境づくりの促進 ○職員の声を生かしながら働きやすい
職場環境づくりに取り組む。

・学期ごとに職場アンケート（毎学期）を実
施する。
　職場環境満足度９０％（３学期実施）を
目指す。
・職員による管理職評価を３学期に実施
する。

A

・組織改革によって話し合いの数が減り、業務改善につながったという声が多くあった。
・夏季休業中において、計画的に職員研修を実施したことで十分な休暇がとれたという
声が多くあった。

A

・学期ごとに職場アンケートを実施し、学校運営や学校行事、保護者対応、働き方改革等について職
員の意見や考えを聞き学校運営に生かし、職員と共に改善に取り組むことができた。（職場環境満足
度100％)
・職員による管理職評価を実施し、職場環境や学校運営、職員とのコミュニケーション等の項目につ
いて実施、どの項目でも不満足は０％であった。 A

・どこの職場でも同じことだが、働きやすい環境・人間関係が良い、そういう職場関係（理
想的）であればよいと思うが難しい。しかしながら、　先生たちの「業務改善ができた」「十
分休暇がとれた」との言葉、それこそが働きやすい職場に繋がるのではないだろうか。
・先生方の働きやすい環境づくりが学校全体の楽しい雰囲気になりますので、引き続き
改善して下さい。

・管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上 ○特別支援に関する専門性が向上した
教員９０％（３学期実施）以上。

・特別支援に関する研修会や公開授業の
実施
・ケース会議の開催、情報共有

B

・研修会や特別支援学級（知的）の公開授業を実施したり、ケース会議を随時開くこと
ができた。自閉・情緒特別支援学級の公開授業を２学期中に行う予定である。
・支援が必要な児童についての実態把握の仕方や対応の仕方等を職員間で共有し、
専門性をより向上させていきたい。 A

・特別支援に関する専門性が少しでも向上したと答えた教員は９５％であった。研修
会や公開授業の成果であると考える。
・支援が必要な児童への対応や学級作り等で悩むことも多いので、ケース会議や職
員間での情報共有をより充実させていきたい。 A

・研修会や公開事業などの実施。一人一人の支援の仕方に合わせ、対応等の共有な
ど、とても頑張っている様子が伺える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・今後も
いろんな対応が異なる児童が増えて来るかも知れないが、頑張ってほしい。
・関係者の情報共有、公開授業、学校全体の取組をお願いします。
・特別支援は西小が町内では一番という声を聞きます。これからも専門性の向上に取り
組んで下さい。

【こころ部】
・特別支援Co
・教育相談担当
・生徒指導担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・本校の課題であった低学力、４年間にわたり地道に取り組んできた学力向上へ向けた授業改善、家庭学習の定着、授業での立腰などの成果が県全国の学習状況調査結果から改善が見られるようになった。今後も継続して粘り強く取り組んでいく方針である。
・本校が心の教育の中心として継続して取り組んでいる、人権同和教育、異学年による縦割り班活動等、人権教育の視点と集団を育てる活動等によって、問題行動やいじめ等の問題が減少してきている。しかし、不登校気味の児童や完全不登校児童への対応等は今後の大きな教育課題の１つだと考える。
・本校は郷土を愛する児童を育むため、地域と連携した学年行事等、多く組まれている。今後も公民館やまちつくり協会、老人会等との連携を図りながらコミュニティースクールを視野に入れて取り組んでいく。
・児童が「自分の命は自分で守る」ことができるよう、防災教育だけでなく、地域と連携した防災訓練等を実施し、減災につながる取組を継続していく。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・本校の課題である低学力について、基礎的基本的な学力の習得へ向けて取り組んだが十分な成果を得ることができなかった。
・学力の向上を目指して、研究教科を算数科に変更し授業の改善に取り組んだが、児童が主役となり、主体的・対話的な学びのある授業への改善には至っていない。
・地域と連携しながら各学年での行事を実施したことで、児童の地域を愛する気持ちが育ちつつある。

２　学校教育目標 「よく学び、助け合う、元気な子の育成　　～かしこく、やさしく、たくましく、笑顔あふれる西っ子～」

３　本年度の重点目標

・算数科において授業改善に取り組み、主体的な態度、思考・判断・表現力を育む授業づくりに全職員で取り組む。

・人権・同和教育、道徳科、開発的な生徒指導によって、いじめのない学校づくりに取り組む。

・地域や保護者との連携を図りながら、体験活動を通して川副町を愛する児童の育成に取り組む。

学校名 佐賀市立西川副小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


